











































































































































































































































































































































































































































































































































































（６４） 65,483 12.5 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11.1 11.4 18.5 
13.9 16.2 14.5 
10.3 19.6 24.2 
労働生産性
65-68年 22.1 17.1 25.4 26.1 
第１表をみよ。
原料樹脂メーカーでも年率六、七％も低下し、さらにエチ
レン・センターでは二、一六％も低下したのである。こ
のような大幅な労働生産性の上昇と労務饗比率の低下が、
重化学工業のなかでもいかにきわだって顕著なケースであ
ったかは、第８表の鉄鋼業、石油精製業および化学エ業一
般と比較してみれば明瞭である。
（通）その計算方法は、注（９）を組み替えたものである。すな
わち、生産鐘ｌ鎚年ⅡＱ、肥年ⅡＱ、製品価格ＩＰ、Ｐ、
総
費
用
Ｉ
Ｃ
、
Ｏ
と
す
れ
ば
、
売
上
高
純
利
益
率
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に示される。
石
、
Ｃ
、
－
○
、
勺
Ｃ
－
Ｃ
○
○
、
勺
ａ
閑
ら
Ｉ
用
ら
冠
Ｑ
Ⅱ（十‐小）叩十十（小‐恥）
この式の前項は、製品価格変動要因を示し、後項は総費
用変動要因を示し、後項は、すでにみた各コスト要因に分
解しうる。なお、勺Ⅱ】とすると、右辺はつぎのようにな
る。
（超）労働生産性上昇率の測定方法は、つぎのとおりである。
さきと同様に、雇用鼬ｌＬ、ｒ、賃金１Ｗ、ｗ、生産童Ｉ
〆￣ヘ
ー
ロ|僧
ＺＪ５ 
－ト
ーーヘ
ck， 
・。
～－－ 
積これまでわれわれは、石油化学エ業における賃金上昇が企業利益に対していかなる影響をあたえているかを解明
籍してきた。それを総括し、それに関連した考察をつけくわえれば、つぎのとおりである。
蹟第一に、石油化学工業においては、概して年齢構成の低い労働者の属性に比して、おそらく重化学工業のなかで
畷最高の賃金水準に達しているにもかかわらず、顕著な賃金上昇が続いている。この現象は、要員削減と装置の巨大
麩化によって一厨重要になった一定以上の稼働率の日常的維持のために高まりつつある労働力需要の緊張と、現実の
滝雇用拡大と労働力不足にもとづく労働力需給関係の逼迫から説明できる。そのぱあい、既存の化学工業と石油精製
傑業などからの石油化学工業への進出あるいは石油化学プラントの増設は、多くのぱあいスクラップ。アンド・ピル
蕊Ｆ方式で展開したのだから、旧プラントで過剰要員が発生せしめられ、それが石油化学プラントに配転せしめられ
催る形で、労働力需給関係が調整されている。しかし、それについて注意しなければならないことは、これらの配転
熱要員の全体はかならずしも真の意味での「過剰労働力」とはいいきれないということである。なぜなら、かれらの
５大部分は新プラントの操業のために技術的に不可欠な要員だからである。さらに、現実に雇用壁が絶対的にも拡大
５
 
１しなければならない状況のもとでは、一般的な「労働力不足」の影響のほか、交替制勤務を忌避する労働者の増加
ｖ
賃
金
上
昇
と
資
本
蓄
積
Ｑ、Ｑ、生産高に占める労務費比率－Ｖ、Ｖとすれば、つぎの関係式が成立する。
Ｉ
 
Ｃ
、
Ｃ
三
・
諄
「
『引ＩＨⅦⅡ１割Ⅶ－ぐ
Ｆ二三Ⅱ”ぐ
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による影響なども強くあらわれており、さきにみた高賃金のもとでも石油化学工業においてとくに緊張している労
働
力
需
要
は
か
な
ら
ず
し
も
十
分
に
充
足
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
第二に、このような雇用拡大をともなった賃金上昇にもかかわらず、したがって労務費総額の増大にもかかわら
ず、売上原価に占める労務鶴の比率は低下していることが問題になる。こうした賃金上昇↓労務饗比率の低下の根
拠は、まさに前述のような大幅の労働生産性の上昇にあった。しかしながら、企業利益への寄与という点では、他
コ
ス
ト
要
因
に
比
し
て
労
務
費
比
率
の
低
下
に
よ
る
影
響
は
決
し
て
大
き
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
一
面
で
は
、
と
く
に石油化学工業のぱあい原価柵成に占める労務費比率がせいぜい一○数％どまりであり、比較的低い、ということ
（Ⅳ） 
と
も
に
、
他
面
で
は
前
述
の
と
お
り
原
料
費
の
比
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
か
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
賃
金
・
労
務
費
に
か
か
わ
る
問
題
が
石
油
化
学
工
業
に
お
い
て
重
要
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
も
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、
二
重
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
つ
は
、
も
し
労
務
費
比
率
が
あ
の
よ
う
に
低
下
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
粗
利
益
率
の
動
向
、
と
く
に
純
利
益
鱸
の
鋤
向
に
と
っ
て
か
鞍
，
大
き
な
ｌ
な
か
で
も
、
労
務
費
比
率
が
比
較
的
薇
い
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
や
多
く
の
甕
品
メ
ー
カ
ー
に
お
け
る
膣
ど
よ
り
大
き
な
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
負
担
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
も
う
一
つ
、
よ
り
本
質
的
な
こ
と
は
、
塁
の
労
務饗によって雇用された労働力の供給がもし現実の労働力需要をある程度以下にしか満たしえなかったとしたら、
前述のような労働生産性の上昇はおろか、原料費などのコスト低減も生産拡大も、すべてのことが決してあのよう
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第三に、このようなコスト低減によって、企業利益は向上したかといえば、後発エチレン・センターのぱあいを
別として、あきらかに否であった。その理由は、さきにみたような製品価格の低下があまりに大幅だった事実に求
め
ら
れ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
資
本
蓄
秋
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
マ
イ
ナ
ス
負
担
を
す
べ
て
労
働
力
商
品
と
資
本
と
の
交
換
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関
係
に
よ
っ
て
社
会
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
そ
の
本
質
が
あ
る
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
観
察
期
間
に
お
い
て
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
製
品
価
格
の
低
下
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
既
成
製
品
を
駆
逐
し
、
石
油
化
学
工
業製品の市場を急激に拡大する効果をもたらした。このような製品価格の低下を促進したのは、既設プラントにお
ける増産とニュー・エントリーの増加による企業間競争の激化であった。後発エチレン・センターが操業を開始し
％ 
ノー■凸
:二二Ｌ
前掲，通産省企業局編，各年度期による。
税引後の純利益率を示す。
第７図化学エ業における売上高純利益率の変動
では、寡占利潤が成立する根拠は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
は
企
業
利
益率の変化をあきらかにしたに過
ぎ
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
答
え
る
こ
と
は
できない。
第四に、われわれは企業利益率
そ
の
も
の
の
水
準
の
動
向
を
あ
ら
た
め
て考察しておかなければならない。
た
第
二
期
以
降
、
石
油
化
学
工
業
各
製
品の上位企業による占拠率は明瞭
（昭）
に
低
下
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
と
製
品
価
格
の
低
下
は
か
な
り
大
き
な
相
関
度
を
持っている、と推定される。それ
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それまではより低水準であったのが、それ以後はより高
水準へと変化している。ということは、使用総資本に対する売上高の比率、つまり資本回転率が向上したことを意
味する。②しかも、これでみると、純利益率の格差は明瞭により縮小している。ということは、先発エチレン・セ
ンターの資本回転率がより低く、○・五’○・六台にとどまっているのに対して、総合化学・化学肥料メーカーの
資本回転率がそれより高くなっているからにほかならない。③このような使用総資本純利益率の変動に対する売上
=;ii奏二
そこでまず、石油化学工業を中心として売上高純利益率
均発脂学鰹発
平瀞什胞雑
の
変
動
を
み
る
と
、
第
７
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
⑪
ま
ず
、
異
常
動
辨硴料合学雌
変
な
変
動
を
示
し
て
い
る
後
発
エ
チ
レ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
ぱ
あ
い
を
藁～シーーーーシ」｡=
の
変
動
を
み
る
と
、
第
７
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
⑪
ま
ず
、
異
常
動変
な
変
動
を
示
し
て
い
る
後
発
エ
チ
レ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
ぱ
あ
い
を
の益
別
と
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
は
六
五
’
六
六
年
に
低
落
し
、
六
七
。
利
埠輌年に上昇したあと、六八年にかけてふたたび低落してい
に抗資る。②こうした若干の変動はあるが、売上高純利益率の
鵜川純瞳蝋醗鰯卿》鰯蝋》
繊辨『し、以上は生産・販売活動の成果を示すに過ぎない。
そこで、つづいて投下総資本の成果についてみておこ
’
 
図
う
。
第
８
図
は
、
使
用
総
資
本
に
対
す
る
純
利
益
率
の
変
動
を
示
８
 
第したものである。それによると、仙一ハーハ年を境として、
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（⑱） 
高純利益率の変動による寄与率方」算出してみると、つぎのとおりである。すなわち、われわれの観察期間においてや
化学エ業平均では四四％の寄与率を示しているのに対して、後発エチレン・センターでは一一五・五％、原料樹脂〆
１カーでは六八％の寄与率となっている。これに反して、総合化学メーカーではマイナス八％、さらに先発エチレ
ン・センターではマイナス二五五％の寄与率を示している。ということは、これらの企業類型においても他と同様
％
加
四
狙
皿
肥
晦
Ｍ
肥
胞
ｎ
ｍ
石油化学先発
石油化学後発
ｌｌ１ｉ料Ｍ１脂
化学１２均軒
総lMi鴬
９
８
７
６
 
上下上下上下上下上下
６４年６５年６６年６７年６８年
第７ ８図をみよ。
第９図化学エ業における使用総資本組利益率の変勵
に
売
上
高
が
相
対
的
に
拡
大
し
、
資
本
回
転
率
が
向
上
し
た
に
も
かかわらず、その売上げによる成果はきわめて低く、マ
イナスにしか寄与しなかったことを示している。これは、
一つには、六四年下期という基準時点における総合化学
メーカーと先発エチレン・センターの売上高純利益率が、
第７図のように比較的高かったからでもあるが、もう一
つには、六七’六八年に行なわれた、これらの企業にお
けるプラント増設が、これらの企業の販売行動をして、
より不利な売上げ増大競争に追いやったからである、と
推測される。ここに、六八年においてこれらの企業を中
心として行なわれた市況対策の根拠がある、とみてよい
だろう。
いずれにせよ、問題は、使用総資本純利益率の水準に
ある。この水準は、最近における好況下で六％をマーク
160 
している、日銀調査「主要企業」の水準に比較すれば、あきらかに低い。しかし、本来的な利潤率概念に接近するた
めには、純利益のほかに、すでにみたとおりヨスト“のなかで大きな比重を占めている減価償却費と金融費用な
どを加算してみなければならない。そこで、第９図では、使用総資本に対する粗利益率の動向を示した。それによ
れば、⑩多数の旧プラントを擁する総合化学・化学肥料メーカーの粗利益率は明瞭に低く、化学工業平均の一四’
一五％をしたまわっている。②それに対して先発エチレン・センターにおいては一六’一一○％にも達しており、後
発エチレン・センターのぱあいは大幅に変動しながらも、しばしばこの水準に到達している。③誘導品メーカーを
代表する原料樹脂メーカーのぱあいも、企業間競争が激化した六四－六五年は明瞭に低水準にとどまっていたが、
六
七
’
六
八
年
に
は
エ
チ
レ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
水
準
に
接
近
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
先
発
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
、
そ
の
粗
利
益
率
は
か
な
り
動
揺
し
て
い
る
が
、
エ
チ
レ
ン
・
セ
ン
タ
ｉ
の
水
準
は
、
あ
きらかに社会的にも高水準にあり、第一、二期などの初発の段階には石油化学製品に対する需要の急激な拡大がこ
の高水準を強く規制したのであろうが、第三期以降は製品市場の需給関係から独立した価格投定力にもとずく「寡
占利潤」が形成された、とみなければならない。なるほど、石油化学企業としての計上利益率は前述のように低い
が、⑪「特別償却」の形態において大幅に寡占利潤をいわば先取りしており、②さらに金融費用という形において
巨額の借入による設備資金や短期贋金の利子として寡占利潤を”独占資本“内部に配分しているのである。一般的
には、前述のような製品価格の大幅な低下の側面においては、石油化学工業の「産業組織」の寡占化を積極的に証
明
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
か
に
み
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
製
品
価
格
の
低
下
に
は
一
定
の
「
下
方
硬
直
性
」
が
作
動
し
て
い
たのであり、その証拠には、あのように大幅に低下しつつあった製品価格のもとでも、しかもプラント拡張後より
不利な販売拡大におちいっていた先発エチレン・センターを中心として「寡占利潤」が形成されていたのである。
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このような高利潤にもかかわらず、石油化学工業への自由な資本の移動を阻害し、したがって資本間競争をそれ
だ
け
制
限
し
て
い
る
「
寡
占
体
制
」
の
客
観
的
根
拠
は
な
に
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
側
「
石
油
化
学
協
調
懇
談
会
」
を
中
心
と
す
る
寡占企業の組織化と、それを媒介とする通産省などの「行政指導」が挙げられる。とくに最近の大型投資への「指
導」によって、大規模な一三－．エントリーはほとんど困難になると同時に、既存企業の協調関係が強化されつつ
ある。②すでにふれた特別減価償却などの、石油化学工業に対してとくに厚い税制上の優遇措置も、前述の高蓄祇
にとってきわめて重要な条件であり、かつ「寡占体制」を強化している。③さらに、前述した「寡占利潤」の配分
機綱ともなっている資金調達機構にもふれておかなければならない。この調達機構には、巨額の政府資金を含む国
内資金のほかに、海外”独占資本“の資金も投入されているのであ魚倒これらのほかに、いまや海外市場にもい
ろいろ形態でこれらの寡占企業が進出しつつあり、これによっても「寡占体制」は一層強化されつつある。
このような体制下にあって、エチレン・センターや、そのなかにも一部が入っている総合化学メーカーを中心と
し、他産業の寡占企業を含めた「寡占的協調関係」が強化されつつあることは、さきの製品価格の低下に対する市
況対策にもあらわれているし、また最近の”エチレン三○万トン“プラントを中心とするコンビナートの拡大と再
編成のなかで示された”共同投資”・”輪番投盗”などの「協調的」投盗行動にも示されている。したがって、わ
れわれが問題にした大幅の賃金上昇は、実はこのような資本蓄積メカニズムのなかで実現されていた、ということ
が
あ
き
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
（Ⅳ）とくに、この原料費比率の低下という点は、他産業と決定的に異なっており（前掲、拙稿、「日本労働協会雑誌」七○
年五月号、三五ページ）、きわめて重要な点である。
（⑬）それについては、前掲、重化学工業通信社『日本の石油化学工業』各年版、「主要製品別計画および動向」がもっとも
' 
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「宅／くわしい。．「．“
（岨）．その計算方法は、つぎのとおりである。さきと同様に、使用総賓本純利益率－Ｐ、Ｐ、資本回転率ｌＱ、ｑ、売上高純
．利益率ｌＲ、Ｈとすれば、田Ⅱｐ”・』。、句Ⅱ一○ｍｐ＋Ｓｍ用であり、売上高純利益率の寄与率は、つぎのように算出される。
（】Ｃ嘱同、－旨碩宛）Ｉ（』◎ぬ句萄Ｉ』Ｃ餌呵）×９つ
〔追肥〕本稿は、化学エ業労使関係研究会の共同研究（日本労働協会六九年度委髄研究）において、わたくしが担当した成
：果にもとづいて執筆した。われわれのプロジェクト全体については、既発表の中間報告（前掲「日本労働協会雑鰭」七一年五
「月骨、、所蛾）を参照されたい。なお、本稲の研究に対しては、法政大学六九年度特別研究助成を受けた。
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